
解答：
1． 腸 管 ス ピ ロ ヘ ー タ 症（intestinal 
spirochetosis）
2．無症状の場合は経過観察．消化器症
状の原因となっている場合は抗菌薬に
よる除菌治療の適応とされる．

解説：
　中年女性に発症した慢性下痢症である．Har-
land と Lee は直腸粘膜生検組織の電顕像から，大
腸粘膜上皮に多数のスピロヘータが付着林立して
森のような外観を呈する病態を報告し，これを腸
管スピロヘータ症（intestinal spirochetosis；IS）
と呼んだ1）．本症例では，大腸内視鏡検査で横行結
腸に淡い発赤斑と血管透見の低下を認め，生検病
理組織学的検査で，結腸粘膜上皮表層に好塩基性
で毛羽立ち状に付着した菌塊を認めた（Figure 
4）．以上より，診断は IS となる．
　IS は，Brachyspira 属を原因菌とする人畜共通感
染症で，感染経路は主に糞便を介した経口感染と
推測されており，ヒトへの感染は B. pilosicoli と本
邦に多い B. aalborgi の報告例がある2）．多くは大腸

ポリープなどに偶然存在が確認され，臨床的，病
理組織学的に明らかな腸炎の所見を呈さない例で
あるが，臨床的，病理組織学的に腸炎の所見がみ
られ，その原因がスピロヘータ以外特定できない
症例もあり，それらは本菌が病原性を発揮してい
る感染症が疑われる．感染頻度は文献によると，
慢性下痢症の患者の 0.7％に認められたという報
告から3），内視鏡検査を必要とした有症状者の患者
の 5％という報告4）もあり，さまざまである．下痢
症状を呈する機序としては，スピロヘータが大腸
粘膜へ接着し，微絨毛の短縮，消失を生じた結果
と考えられている5）．IS の内視鏡像としては区域
性の浮腫と発赤の集簇や，リンパ濾胞過形成によ
る小顆粒状隆起の多発を呈することが報告されて
いる1）6）．
　上記の大腸内視鏡検査所見は軽微な変化である
ことが多く，診断は糞便や大腸内視鏡検査施行時
の腸管洗浄液の鏡検，病理組織学的検査により総
合的に判断して行われる1）．特に病理組織学的検査
では，HE 染色標本で上皮細胞に直立するスピロ
ヘータの層を，刷子縁上の淡い好塩基性の毛羽立
ち（偽刷子縁）（Figure 4）としてみることがで
き，Giemsa 染色，PAS 染色や Warthin-Starry 鍍
銀染色で濃染する1）．治療に関しては，無症状の場
合は無治療経過観察であり，有症状の場合にはペ
ニシリン系抗菌薬，マクロライド系抗菌薬などの
報告もあるが，メトロニダゾールが嫌気性菌を対
象とする点から広く使用されている1）．本症例はメ
トロニダゾール1000mgの10日間の内服により症
状が消失し，後日大腸内視鏡検査で内視鏡像の改
善と，病理組織検査でスピロヘータの消失を確認
した .
　スピロヘータは消化器症状を欠くいわゆる保菌
状態であることが通常であるが，慢性水様性下痢
の原因となることもある．IS の大腸内視鏡所見は
軽微な変化であることから，生検まで行い診断す
る必要があると考えられる．

中年女性に認めた慢性下痢症

Figure　4.　横行結腸生検病理組織像．矢印の部分に好塩
基性で毛羽立ち状に付着した菌塊を認める．
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